
事 業 活 動 報 告 書 

団 体 名 あさくら・あるくーる 

事 業 名 称 気ままに朝倉フットパス 

事 業 期 間 2024年 11月 1日～2025年 3月 10日 

事 業 内 容 

  

及 びその効 果 

（事業実施状況・内容） 

寺内ダム周辺の自然や歴史を考察する「三奈木コース」、三連水車や山田

堰、恵蘇八幡宮など水の歴史をめぐる「水の回廊コース」の２コースを選定

し、コースと周辺施設を紹介するフットパスマップを作成した。 

コース選定時にはその地域の方に話をうかがい、歴史や文化のほかに日々

の生活風景等それぞれの地域の魅力を感じられるようなガイドを行った。 

ガイドと一緒にコースをめぐるフットパスイベントを開催。 

・12/15（日）三奈木コース 参加者２２名 

・3/9（日）水の回廊コース 参加者２７名（当日キャンセル２名） 

また、地元飲食店による地域の食材を使った弁当を提供した。 

誰でもが楽しめるよう無理のないコース設定をしたことにより、子どもから 60

代以上と幅広い年代の参加があった。 

参加者を少人数に限定することで、危機管理の面でもスタッフの目が届き、

道路交通状況にあった誘導をすることができた。 

（事業実施効果） 

少人数で開催したことで参加者の一人一人に目が届き、参加者同士はもと

より参加者とスタッフ間の交流密度が増え、満足度を高めることができた。今

回参加した方からは、「次回はほかの地域の友達も誘って参加したい」や

「地元に住んでいながら初めて通る場所などがあり、朝倉の新たな魅力を発

見できた」などの声が聞かれた。 

特にアクティブシニアに対しては、時間の使い方や目的としてフットパスを活

用することで健康寿命延伸に繋がるのではないかと考える。 

また、歩いている途中に地元の方々から声を掛けられ、「フットパス」を知っ

てもらう良い機会となった。 

 

今 後 の方 針 

参加者からも次回開催を期待する声も多く聞かれ、予想以上の反響があっ

た。朝倉のいろんな場所を歩き、魅力的な食や文化を全国に発信していくコ

ンテンツのひとつとしてこのフットパス事業は成功だったのではないかと考え

る。 

また、今回利用した飲食店や商業施設等での購買もあり、経済効果としても

有効的であるため、今後も継続していきたい。 



今 後 の 課 題 
・「フットパス」が定着するよう、地域との交流をさらに深めていく必要がある。 

・コースの選定やマップ作成等の費用をどう確保していくか。 

 

  



【２０２４．１２．１５ 三奈木コース 報告写真】 

  



【２０２５．３．９ 水の回廊コース 報告写真】 

 


